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研究成果の概要（和文）：本研究では、『源氏物語』の享受実態を平安期和歌を通して明らかにし、鎌倉初期に
至る『源氏物語』享受史を再構築した。具体的には、従来看過されがちであった平安期の『源氏物語』を摂取す
る和歌を重要な享受資料として位置づけ、詳細に検討することにより、平安期の『源氏物語』享受の実態を明ら
かにした。それにより、平安期に『源氏物語』がどのように享受され、文化的影響力を持つに至ったか、それが
中世の『源氏物語』享受といかに繋がっていくのかという通史的研究の基盤となる視座を提供した。

研究成果の概要（英文）：This study clarifies the actual state of the reception of The Tale of Genji 
through waka poetry of the Heian period and reconstructs the history of its reception up to the 
early Kamakura period. Specifically, the waka poems derived from The Tale of Genji during the Heian 
period, which have tended to be overlooked in the past, are positioned as important sources for the 
reception of The Tale of Genji. Through a detailed examination of these waka poems, the actual 
conditions of the reception of The Tale of Genji during the Heian period are elucidated. This 
provides a foundation for a comprehensive historical study of how The Tale of Genji was received and
 attained cultural influence during the Heian period, and how this reception extended into the 
medieval period.
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キーワード： 源氏物語　和歌

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、和歌によって『源氏物語』享受の黎明期の実相を解明することにより、平安期の享受が中世以降の享
受へとどのように継承され変容していったのかという享受史を通観する上での架け橋となって、享受史全体をも
再考させるものである。具体的には、平安・鎌倉期の『源氏物語』を享受する和歌を通して、当時流布していた
本文、その本文に基づいた当時の解釈や享受作品の生成、異文が発生していく過程について明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

『源氏物語』は我が国のさまざまな文化に多大な影響を与えた重要な作品であり、『源氏物語』

をいかに享受してきたかという問題は、我が国の文化を明らかにする上での不可欠な視点であ

る。享受史は常に前代の享受の在り方を受けて展開するため、享受の通史的視点は、各時代の実

態を深く掘り下げることによって初めて獲得される。 

しかし、従来の『源氏物語』享受の研究は鎌倉期以降に偏って行われ、その原点である平安期

の研究は立ち遅れていた。その理由は、平安期の享受資料（本文・注釈など）が極めて乏しいた

めである。このような状況の中、和歌における『源氏物語』摂取は、最も早い享受の実態を解明

しうる資料として豊かな可能性を有している。和歌史においては『源氏物語』の成立とほぼ同時

に源氏摂取が認められ、成立から半世紀の間における例も複数報告されており、平安期和歌では

継続的に源氏摂取が行われたことが想定される。この平安期和歌を視座とすることにより、資料

の乏しさのために手付かずであった平安期の『源氏物語』享受の実相を解明できる研究上の可能

性があった。 

 

 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、平安期和歌を用いて『源氏物語』享受とそれを取り巻く文化的背景を把握す

ることにより、享受研究における基盤的視座を提示することにある。 

鎌倉初期は和歌において非常に盛んな『源氏物語』享受が巻き起こり、享受史上非常に重要な

時代であるが、このような現象が起こるには平安期における相応の『源氏物語』享受の蓄積があ

ったと考えられる。今日の『源氏物語』享受史研究は、その始発点である平安期の実相解明が放

置されており、この時代的断絶は、享受史や和歌史を一続きのものとして連続的に把握する上で

の大きな障壁となっている。平安期における『源氏物語』享受の実相を解明し、享受史・和歌史

における鎌倉期とそれ以前の断絶を埋める通史的な研究成果を提供することを目的とした。 

 

 

 

３．研究の方法 

 本研究は、平安期和歌から『源氏物語』を享受する和歌を掬い上げ、これらを質・量共に最も

豊かな平安期の『源氏物語』享受資料として学界に示すものである。和歌は詠者・詠歌年・詠歌

状況などの詳細な情報を備えていることが多く、具体的な享受実態を解明できる資料となりう

る。このような情報を広範に採取して積み上げていくことにより、当時の『源氏物語』享受の実

態を克明に描き出す。 

 また、その本文に注目することによって詠者の依拠していた『源氏物語』本文を明らかにし、

定家本系統が主流になる室町期以前の本文の状況の一端を解明する。 

 

 



 

４．研究成果 

 

 本研究の成果は、以下の 3 点に大きく分けられる。 

▼『源氏物語』摂取歌が依拠する『源氏物語』本文 

『源氏物語』を享受する和歌が、どのような『源氏物語』本文に依拠しているかという問

題意識のもと、数例についてそれを明らかにした。特に平安末期から鎌倉前期の御子左家の

和歌における『源氏物語』摂取について取り上げ、定家やその周辺の『源氏物語』享受にお

いても、定家本系統の『源氏物語』のみでは彼らの『源氏物語』享受実相を把握しがたいこ

とを指摘した。従来の活字本にのみ依拠した研究から脱し、それぞれの本文がどのように享

受されたかについて、その一端を明らかにしえた。また、平安期から鎌倉期の『源氏物語』

摂取歌のうち、依拠した本文を絞りこめる例においては、その本文が別本や河内本系統であ

る場合が多いことを突き止め、当時流布していた『源氏物語』本文を明らかにする上でも重

要な成果を得た。。 

 

 

▼陽明文庫本『源氏物語』の校訂本文・現代語訳・注釈の公開 

『源氏物語』別本の代表的本文とされる陽明文庫蔵『源氏物語』の校訂本文・現代語訳・

注釈を行い、桐壺巻についてオープンアクセスの形で公開した。 

現在の『源氏物語』注釈書は、定家本系統、特に大島本に大きく依存している。その問題

点はさまざまな角度から提言されているところである。しかし、その研究状況が、諸本の影

印などの刊行や電子公開が進んでもなお改善しない一因は、簡便に読める校訂本文や現代

語訳がないことにあると考えられる。本成果の公開によって、研究者をはじめ、学生や愛好

者などが誰でも容易に読んで議論を深められるようになる。 

 

 

▼『源氏物語』作中歌の本文異同とその享受 

『源氏物語』の和歌解釈に注目し、各写本の本文およびそれらの本文と『源氏物語』享受

との関連を明らかにした。具体的には、数例の『源氏物語』作中歌を取り上げ、かつて現在

とは異なる解釈が行われていたことを指摘し、その時々の解釈を反映して異文が生じてい

った可能性を論じた。その上で、平安・鎌倉期における享受作品の一定数が中世の解釈を前

提としている可能性を指摘し、現行の解釈をもって過去の享受作品を議論することの危う

さを述べて、その和歌を享受する和歌や散文作品への理解の見直しも含めた提言を行った。 
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